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四
川
の
チ
ベ
ッ
ト
族
は
、
総
人
口
一
四
九
万
六
五
二
四
人
（
二
〇

一
〇
年
）
で
、
一
三
の
下
位
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
。
ア
ル
ス
（
爾

蘇
）・
チ
ベ
ッ
ト
族
は
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
、
人
口
約
三
万
人
（
二

〇
〇
七
年
）、
三
つ
の
方
言
区
に
分
か
れ
、
東
部
方
言
区
は
自
称
ア

ル
ス
、
西
部
方
言
区
は
自
称
リ
ル
（
里
汝
）、
中
部
方
言
区
は
自
称

タ
シ
ュ
（
多
続
）
で
あ
〉
1
〈
る
。

　

タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
は
、
ア
ル
ス
・
チ
ベ
ッ
ト
族
内
の
中
部
方

言
を
用
い
る
族
群
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
）
で
、
人
口
約
二
〇

〇
〇
人
、
四
川
省
涼
山
彝
族
自
治
州
北
部
の
冕
寧
県
に
居
住
す
る
。

彼
ら
は
二
重
の
民
族
意
識
を
も
つ
。
民
族
認
識
と
し
て
は
チ
ベ
ッ
ト

族
の
一
支
で
、
タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
、
族
群
認
識
と
し
て
は
自
称

タ
シ
ュ
で
あ
る
。
居
住
区
は
、
蔵
彝
走
廊
区
の
漢
族
と
チ
ベ
ッ
ト

族
、
イ
族
の
三
大
民
族
の
文
化
が
交
差
す
る
安
寧
河
上
流
域
両
岸

で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
周
辺
の
他
の
チ
ベ
ッ
ト
族
や
他
民
族
と
頻
繁

に
交
流
し
、
互
い
に
影
響
し
あ
っ
た
。
特
に
、
安
寧
河
流
域
は
成
都

平
原
に
次
ぐ
四
川
第
二
の
穀
物
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
漢
族
と
の
交
流

が
多
く
、
周
辺
の
ど
の
チ
ベ
ッ
ト
族
よ
り
深
く
漢
文
化
の
影
響
を
受

け
て
お
り
、
自
文
化
が
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
母
語
の
衰
退
も
顕
著
で
あ
る
。
現
在
、
タ
シ
ュ
語
を
完
全

に
話
せ
る
者
は
す
で
に
一
人
も
お
ら
ず
、
日
常
語
を
わ
ず
か
に
話
せ

る
者
も
、
多
く
が
七
〇
、
八
〇
代
の
老
人
で
あ
る
。
二
〇
年
後
、
タ

シ
ュ
語
は
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
失
わ
れ
た
言

語
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
一
方
で
、
タ
シ
ュ
・

チ
ベ
ッ
ト
族
は
カ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
語
を
日
常
交
流
の
手
段
と
し
て
お

り
、
歴
史
上
多
く
の
者
が
康
地
区
徳
格
等
の
ボ
ン
教
（
笨
教
）
寺
院

で
経
典
を
学
ん
で
お
〉
2
〈

り
、
冕
寧
県
曹
古
壩
に
は
チ
ベ
ッ
ト
文
字
経
典

タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の 

歴
史
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記
憶
と
族
群
の
認
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を
所
蔵
す
る
清
代
の
寺
院
が
残
っ
て
い
る
。「
四
清
」（
一
九
六
三
〜

一
九
六
六
年
、
政
治
・
経
済
・
組
織
・
思
想
の
四
つ
を
清
め
社
会
主

義
教
育
の
徹
底
を
め
ざ
し
た
運
動
）
や
「
文
化
大
革
命
」
以
前
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
大
量
の
チ
ベ
ッ
ト
文
字
経
典
が
あ
っ
た
。

明
末
清
初
に
代
々
行
わ
れ
て
い
た
火
葬
が
徐
々
に
土
葬
に
変
わ
っ
た

時
、
墓
碑
の
碑
文
は
最
初
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
刻
ま
れ
た
〉
3
〈

が
、
そ
の
後

漢
文
と
チ
ベ
ッ
ト
文
が
併
記
さ
れ
、
つ
い
に
は
完
全
に
漢
文
の
み
と

な
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
に
は
、
一
般
の
タ
シ
ュ
・
チ

ベ
ッ
ト
族
で
チ
ベ
ッ
ト
文
字
を
理
解
で
き
る
者
は
お
ら
ず
、
文
化
の

伝
承
は
断
絶
さ
れ
た
。
タ
シ
ュ
文
化
の
主
要
な
伝
承
者
は
、
宗
教
聖

能
者
の
パ
ピ
（
扒
比
）、
ム
ミ
（
木
米
）
で
あ
る
。
し
か
し
近
現
代

の
民
族
抑
圧
や
差
別
、
民
族
間
の
対
立
、
災
害
、
伝
染
病
の
影
響
、

さ
ら
に
は
建
国
後
の
一
時
期
の
不
適
切
な
政
策
の
た
め
に
、
パ
ピ
と

ム
ミ
は
激
減
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
タ
シ
ュ
文
化
の
内
容

は
益
々
少
な
く
な
り
、
次
第
に
人
々
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

一
　
タ
シ
ュ
の
呼
称
の
由
来
と
起
源

㈠　
タ
シ
ュ
の
呼
称
の
由
来

　

タ
シ
ュ
の
名
称
に
つ
い
て
、
彼
ら
自
身
は
「nya bi duo xu na

」

と
い
い
、「
我
々
は
タ
シ
ュ
語
を
話
す
人
で
あ
る
」「
我
々
は
タ
シ
ュ

で
あ
る
」
を
意
味
す
る
。
学
者
も
、
冕
寧
の
安
寧
河
上
流
沿
岸
の
チ

ベ
ッ
ト
族
の
自
称
を
タ
シ
ュ
と
す
る
。
概
し
て
族
称
は
そ
の
族
群
の

グ
ル
ー
プ
意
識
の
凝
集
で
あ
り
、
他
者
と
の
区
分
を
示
す
重
要
な
帰

属
標
識
で
あ
る
。
タ
シ
ュ
は
族
群
の
自
称
と
し
て
早
期
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

漢
語
の
「
多
続
」
は
、
清
初
に
初
出
す
る
。
今
西
春
秋
収
蔵
『
多

続
訳
語
』
で
は
、「
西
番
」「
番
人
」
に
相
応
す
る
漢
字
表
記
は
ど
れ

も
「
多
続
」
で
あ
る
。
西
田
龍
雄
も
、
初
出
の
多
続
を
安
寧
河
上
流

の
チ
ベ
ッ
ト
族
支
系
と
し
た
。
西
田
は
、
一
九
七
〇
年
に
「
多
続
訳

語
」（
清
初
『
西
番
館
訳
語
』
所
収
）
を
研
究
し
た
時
に
、「
西
番
」

「
番
人
」「
番
僧
」「
番
漢
」
の
「
番
」
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
原
語
で
は

す
べ
てtog so

、 tog su

、 tog sug

と
関
連
し
、
漢
訳
音
が
み
な
多
続

に
近
い
こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
多
続
訳
語
の
研
究
』

を
完
成
さ
せ
、
こ
の
言
語
を
タ
シ
ュ
語
と
名
付
け
〉
4
〈
た
。
以
来
、
西
南

民
族
研
究
の
方
国
瑜
や
何
耀
華
、
孫
宏
開
、
劉
輝
強
、
龍
西
江
、
黄

約
布
ら
は
、
論
文
や
専
著
で
多
続
の
呼
称
を
用
い
、「
多
須
」「
多

虚
」
と
も
記
し
た
。
例
え
ば
、
方
国
瑜
は
『
彝
族
史
稿
』
で
、
冕
寧

西
番
の
自
称
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
が
、
大
部
分
は
多
虚
で
あ
る
と

し
た
。
龍
西
江
は
、
多
須
は
冕
寧
県
西
番
人
の
自
称
で
、
多
須
、
多

続
と
も
記
す
と
す
〉
5
〈

る
。
李
星
星
も
冕
寧
の
タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
支

系
の
自
称
は
タ
シ
ュ
で
あ
る
と
す
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
明
代
の
史
籍
中
に
す
で
に
多
続
と
同
音
異
字
の

族
群
呼
称
「
脱
蘇
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
四
川
土
夷

考
・
寧
番
衛
図
説
』
に
よ
れ
ば
、「
寧
番
衛
、
古
蘇
州
地
。
故
名
其
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蛮
曰
脱
蘇
、
其
人
凶
獷
強
悍
、
刀
耕
火
種
、
遷
徒
無
常
、
不
以
積
蔵

為
事
。
…
…
衛
之
東
南
、
衛
之
東
北
、
錯
居
夷
寨
。
若
五
宿
、
若
結

古
、
若
熱
喞
瓦
、
若
撦
羊
、
若
納
納
碑
、
若
馬
蝗
溝
等
番
、
雖
叛
服

不
常
、
亦
多
馴
撓
聴
命
」
と
あ
る
。
脱
蘇
は
、
発
音
が
『
西
番
館
訳

語
』
のtog so
、tog su

、tog sug

な
ど
に
近
い
だ
け
で
は
な
く
、

『
四
川
土
夷
考
』
で
脱
蘇
の
活
動
区
域
と
さ
れ
る
五
宿
、
熱
喞
瓦
、

結
古
、
撦
羊
、
馬
蝗
溝
、
納
納
碑
な
ど
は
歴
史
上
の
タ
シ
ュ
・
チ

ベ
ッ
ト
族
の
居
住
区
域
で
あ
り
、
そ
の
地
名
は
現
在
と
基
本
的
に
一

致
す
る
。
よ
っ
て
、
現
在
の
タ
シ
ュ
は
、
明
代
の
脱
蘇
に
起
源
が
も

と
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
龍
西
江
は
唐
宋
の
史
籍
に
よ
っ
て
、
多
続
は

唐
の
「
東
欽
」
や
宋
の
「
左
須
」
と
近
音
異
字
あ
る
い
は
同
音
異
字

の
関
係
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
記
す
。「
北
谷
は
現
在
の
冕
寧

県
城
一
帯
で
、
西
番
の
一
支
で
あ
る
多
須
の
代
々
の
居
住
地
で
あ

る
。
東
欽
は
多
須
と
近
音
異
字
で
あ
り
、
唐
代
の
二
姓
白
蛮
は
羌
語

支
系
言
語
を
操
る
多
須
西
番
の
先
民
で
あ
る
」。『
建
炎
以
来
朝
野
雑

記
』
邊
防
記
・
邊
防
二
・
左
須
夷
人
出
没
に
も
「
黎
州
徼
外
夷
人
、

旧
不
相
通
、
乾
道
六
年
、
雅
州
沙
平
夷
人
舆
岩
州
夷
人
相
攻
、
沙
平

求
援
於
左
須
夷
人
楊
出
耶
、
因
而
獲
勝
、
出
耶
者
、
本
黎
州
五
部
落

夷
人
也
」
と
あ
る
。「
左
須
は
多
須
で
あ
る
、
左
と
多
は
同
音
が
変

化
し
た
も
の
で
、
同
一
民
族
で
あ
る
か
ら
」
と
す
る
。
東
欽
と
左
須

は
、
発
音
の
上
で
は
確
か
に
多
続
に
近
い
が
、
東
欽
と
左
須
を
多
続

と
す
る
に
は
さ
ら
に
多
く
の
資
料
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
一
に
、
多
続
は
現

在
の
四
川
省
涼
山
彝
族
自
治
州
冕
寧
県
安
寧
河
上
流
沿
岸
に
住
む
タ

シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
自
称
で
あ
る
。
二
に
、
多
続
に
は
多
須
、
多

虚
な
ど
同
音
異
字
が
あ
る
。
三
に
、
漢
文
資
料
で
は
、
多
続
と
関
連

す
る
集
団
呼
称
の
初
出
は
、
明
の
『
四
川
土
夷
考
』
の
「
脱
蘇
」
で

あ
る
。

㈡　
タ
シ
ュ
の
起
源

　

多
く
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
は
漢
晋
時
代

の
旄
牛
夷
の
末
裔
で
、
唐
宋
時
代
に
勿
鄧
や
両
林
、
豊
琶
な
ど
の
東

蛮
諸
部
に
発
展
し
て
各
地
に
分
布
し
、
元
明
清
代
に
西
番
の
主
要
な

一
支
系
と
な
っ
た
。

　

何
耀
華
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
旄
牛
夷
は
西
漢
時
代
に

現
在
の
冕
寧
、
越
西
、
甘
洛
、
漢
源
の
広
範
な
地
域
に
居
住
し
た
。

冕
寧
県
の
旄
牛
山
一
体
に
は
旄
牛
夷
が
集
中
し
て
居
住
し
、
か
つ
て

の
旄
牛
道
は
、
西
昌
を
経
て
こ
の
地
の
冕
寧
や
漢
源
を
過
ぎ
成
都
に

達
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
付
い
た
。
…
…
川
西
南
チ
ベ
ッ
ト
族

の
八
つ
の
地
の
自
称
を
も
つ
各
部
族
は
、
大
部
分
が
旄
牛
夷
の
末
裔

で
あ
る
。
例
え
ば
漢
源
、
甘
洛
、
越
西
の
「
爾
蘇
」、
石
棉
の
「
魯

蘇
」、
冕
寧
県
壩
地
区
と
東
北
部
の
「
多
須
」、
九
龍
、
木
里
諸
県
の

「
里
汝
」
な
ど
で
あ
〉
6
〈

る
」。
こ
こ
で
は
現
在
の
冕
寧
、
越
西
、
甘
洛
、

漢
源
か
ら
成
都
に
至
る
旄
牛
古
道
で
、
そ
の
土
着
民
が
主
に
旄
牛
夷

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

唐
宋
時
代
に
旄
牛
夷
は
、
勿
鄧
、
両
林
、
豊
瑟
な
ど
東
蛮
の
各
部
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落
に
発
展
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
布
状
況
は
『
新
唐
書
』
南
蛮
伝
に
よ

れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
勿
鄧
、
豊
琶
、
両
林
皆
謂
之
東
蛮
、
天

宝
中
、
皆
受
封
爵
」。「
勿
鄧
地
方
千
里
、
有
邛
部
六
姓
、
一
姓
白
蛮

也
、
五
姓
烏
蛮
也
。
又
有
初
裹
五
姓
、
皆
烏
蛮
也
、
居
邛
部
、
台
登

之
間
。
…
…
又
有
東
欽
蛮
二
姓
、
皆
白
蛮
也
、
居
北
谷
。
…
…
又
有

粟
蛮
二
姓
、
雷
蛮
三
姓
、
夢
蛮
三
姓
、
散
処
黎
、
嶲
、
戌
数
州
之

鄙
、
皆
隷
勿
鄧
。
勿
鄧
南
七
十
里
、
有
両
林
部
落
、
有
十
低
三
姓
、
阿

屯
三
姓
、
虧
望
三
姓
隷
焉
。
其
南
有
豊
琶
部
落
、
阿
諾
二
姓
隷
焉
」。

　
『
宋
史
』
蛮
夷
四
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
黎
州
諸
蛮
、
凡
十
二

種

：

曰
山
後
両
林
蛮
、
在
州
南
七
日
程
；
曰
邛
部
川
蛮
、
在
州
東
南

十
二
程
；
曰
豊
琶
蛮
、
在
州
西
南
一
千
一
百
里
；
曰
保
塞
蛮
、
在
州

西
南
三
百
里
；
曰
三
王
蛮
、
亦
曰
部
落
蛮
、
在
州
西
百
里
；
曰
西
箐

蛮
、
有
弥
羌
部
落
、
在
州
西
三
百
里
；
曰
浄
浪
蛮
、
在
州
南
一
百
五

十
里
；
曰
白
蛮
、
在
州
東
南
一
百
里
；
曰
烏
蒙
蛮
、
在
州
東
南
千

里
；
曰
阿
宗
蛮
、
在
州
西
南
二
日
程
。
凡
豊
琶
、
両
林
、
邛
部
皆
謂

之
東
蛮
、
其
余
小
蛮
各
分
隷
焉
。
邛
部
於
諸
蛮
中
最
驕
悍
狡
譎
、
招

集
藩
漢
亡
命
、
侵
攘
他
種
、
閉
其
道
以
專
利
。
…
…
夷
俗
尚
鬼
、
謂

主
祭
者
鬼
主
、
故
其
酋
長
号
都
鬼
主
。
…
…
邛
部
川
蛮
、
亦
曰
大
路

蛮
、
亦
曰
勿
鄧
、
居
漢
越
嶲
郡
会
無
県
地
。
其
酋
長
自
称
“
百
蛮
都

鬼
主
”」。

　

唐
の
「
勿
鄧
」
か
ら
宋
の
「
驕
悍
狡
譎
」（
驕
慢
狡
猾
）
な
「
邛
部

川
蛮
」
ま
で
は
、「
都
鬼
主
」
と
も
称
さ
れ
た
。
そ
の
勢
力
は
強
大

で
属
民
が
多
い
。
方
国
瑜
は
『
雲
南
志
』
等
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う

に
考
証
し
た
。「
勿
鄧
に
は
二
十
の
姓
が
あ
り
、
邛
部
か
ら
台
登
よ

り
以
北
に
居
住
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
越
西
、
喜
徳
、
冕
寧
な
ど
の

地
で
あ
〉
7
〈

る
」。
西
番
は
か
つ
て
強
大
で
あ
り
、
宋
代
に
は
漢
族
と
封

建
的
佃
戸
関
係
を
も
っ
た
。『
宋
会
要
輯
稿
』
に
よ
れ
ば
、「
黎
州
過

大
渡
河
外
、
弥
望
皆
是
蕃
田
、
毎
漢
人
過
河
耕
種
其
地
、
及
秋
成
、

十
帰
其
一
、
謂
之
蕃
〉
8
〈

租
」
と
あ
る
。

　

元
、
明
、
清
に
は
、
冕
寧
県
内
の
チ
ベ
ッ
ト
族
は
「
西
番
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
自
称
「
多
続
」
の
一
支
も
含
ま
れ
た
。

「
西
番
」
の
語
は
、『
宋
史
』
蛮
夷
四
に
初
出
す
る
。「
淳
化
元
年
、

諾
駆
自
部
馬
二
百
五
十
匹
至
黎
州
求
互
市
、
詔
増
給
其
直
。
諾
駆
令

訳
者
言
更
入
西
蕃
求
良
馬
川
中
市
」。
明
の
曹
学
佺
『
蜀
中
広
記
』

巻
三
十
四
寧
番
衛
に
よ
れ
ば
、「
元
時
於
邛
都
之
野
立
府
曰
蘇
州
、

借
蘇
示
義
以
名
之
也
。
国
初
言
土
官
怕
兀
它
从
伊
嚕
特
穆
爾
為
乱
、

於
是
廃
為
衛
、
降
官
為
指
揮
、
環
而
居
者
皆
西
番
種
、
故
曰
寧
番
。

…
…
在
建
昌
北
九
十
里
、
東
連
越
嶲
界
、
北
至
西
天
烏
思
蔵
、
西
隣

三
渡
月
落
日
…
〉
9
〈
…
」
と
あ
る
。『
明
史
』
西
域
列
伝
二
に
は
、「
西

番
、
即
西
羌
、
族
種
最
多
、
自
陝
西
歴
四
川
、
雲
南
西
徼
外
皆
是
」、

『
明
史
』
四
川
土
司
一
に
は
、「
寧
番
衛
、
元
時
立
於
邛
都
之
野
、
曰

蘇
州
。
洪
武
年
間
、
土
官
怕
兀
它
従
月
魯
帖
木
児
為
乱
、
廃
州
置

衛
。
環
而
居
者
、
皆
西
番
種
、
故
曰
寧
番
。
有
冕
山
、
鎮
西
、
礼
州

中
三
千
戸
所
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
は
、
元
明
代
か
ら
現
代
ま

で
の
西
昌
、
冕
寧
、
漢
源
お
よ
び
甘
孜
蔵
族
自
治
州
地
域
に
西
番
が

分
布
し
た
こ
と
を
示
す
。
清
の
咸
豊
年
間
の
『
冕
寧
県
志
』
巻
十
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「
土
職
」
に
は
一
四
戸
の
西
番
土
官
と
そ
の
基
本
状
況
が
記
さ
れ
て

お
り
、
住
民
は
み
な
西
番
で
、「
県
属
土
職
自
雍
正
五
年
裁
革
外
、

現
存
土
千
戸
一
員
、
土
百
戸
十
三
員
、
皆
於
康
煕
四
十
九
年
奉
川
陝

総
督
殷
為
招
撫
土
司
番
蛮
案
内
投
誠
授
職
、
領
有
印
信
、
号
紙
。

…
…
以
上
土
千
百
戸
十
四
員
俱
系
西
番
苗
〉
10
〈

裔
」
と
あ
る
。
何
耀
華

は
、「
元
、
明
、
清
時
代
の
西
番
の
地
理
的
分
布
は
、
か
つ
て
の
旄

牛
の
地
を
主
と
し
…
…
冕
寧
北
よ
り
漢
源
お
よ
び
甘
孜
蔵
族
自
治

州
、
越
西
に
至
る
地
域
に
は
、
み
な
西
番
が
分
布
し
〉
11
〈

た
」
と
す
る
。

二
　
歴
史
上
の
タ
シ
ュ
と
そ
の
変
遷

　

歴
史
上
の
タ
シ
ュ
は
、
分
布
が
広
く
、
人
口
も
多
い
。
彼
ら
は
集

居
地
│
│
蘇
州
壩
を
「
博
羅
巴
」
と
呼
ぶ
（
前
に
「
尼
瑪
薩
差
」
を

加
え
る
こ
と
も
あ
る
）。「
太
陽
が
照
り
輝
く
中
心
の
地
」
政
治
の
中

心
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
〉
12
〈

る
。

　

龍
西
江
の
考
証
に
よ
れ
ば
、「
酥
州
呢
唧
堡
（
現
在
の
額
基
村
）

土
千
戸
は
姜
氏
、
後
代
土
百
戸
の
姜
嗟
（
羅
）
氏
、
糯
白
瓦
土
百
戸

の
李
氏
と
大
村
土
百
戸
の
馬
氏
、
こ
の
四
つ
の
姓
は
現
在
の
大
橋
鎮

区
域
内
に
居
住
す
る
。
自
然
村
の
名
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
管

轄
地
は
、
咸
豊
年
間
『
冕
寧
県
志
』
の
記
述
と
実
地
調
査
に
よ
れ

ば
、
現
在
の
寧
源
郷
、
治
勒
郷
と
九
龍
県
湾
壩
郷
の
大
部
分
を
含

む
。
熱
即
瓦
土
百
戸
の
金
氏
と
大
塩
井
土
百
戸
の
葉
氏
の
居
住
地

は
、
曹
古
郷
大
馬
烏
村
と
彝
海
郷
に
分
か
れ
、
金
氏
は
曹
古
郷
を
管

轄
し
、
葉
氏
は
現
在
の
彝
海
郷
と
拖
烏
郷
を
管
轄
し
た
。
大
塩
井
土

百
戸
の
葉
氏
は
、
康
煕
年
間
の
番
戸
は
二
二
〇
戸
だ
っ
た
が
、
建
国

前
に
番
民
が
離
散
し
、
土
司
の
跡
継
ぎ
も
途
絶
え
た
。
以
上
姜
、

羅
、
李
、
馬
、
金
、
葉
の
六
姓
の
百
戸
の
管
轄
地
は
ま
さ
に
現
在
の

冕
寧
北
部
の
拖
烏
地
区
で
あ
り
、
西
番
の
村
落
は
す
で
に
イ
族
の
村

落
に
変
わ
っ
て
い
た
。
中
村
土
百
戸
の
馬
氏
は
西
番
寨
五
カ
所
を
管

轄
し
、
架
州
土
百
戸
の
李
氏
は
西
番
寨
六
カ
所
を
管
轄
し
、
三
大
枝

土
百
戸
の
印
氏
は
西
番
寨
四
カ
所
を
管
轄
し
た
。
そ
の
管
轄
区
域

は
、
咸
豊
年
間
『
冕
寧
県
志
』
の
記
述
と
実
地
調
査
に
よ
れ
ば
、
中

村
土
百
戸
の
馬
氏
管
轄
地
は
現
在
の
梘
槽
郷
と
城
門
す
ぐ
外
の
河
東

お
よ
び
梘
槽
両
村
で
、
架
州
土
百
戸
の
李
氏
管
轄
地
は
現
在
の
樟
木

と
恵
安
郷
の
迫
夫
村
、
沙
壩
村
の
一
部
分
の
地
区
で
、
三
大
枝
土
百

戸
の
印
氏
管
轄
地
は
現
在
の
後
山
と
東
河
両
郷
お
よ
び
富
強
郷
の
富

強
村
で
あ
っ
た
。
三
姓
の
土
百
戸
の
管
轄
地
は
現
在
の
冕
寧
県
の
城

門
の
す
ぐ
外
の
北
部
と
巨
龍
地
区
の
東
部
と
南
部
で
あ
る
。
住
民
は

皆
「
多
須
」（
す
な
わ
ち
多
続
）
で
あ
る
。『
四
川
省
志
』『
邛
嶲
野

録
』
に
よ
れ
ば
、「
三
大
枝
土
百
戸
印
氏
在
康
熙
時
投
誠
、
所
管
番

民
有
一
百
二
十
九
戸
。
到
解
放
前
夕
、
番
民
散
尽
、
土
司
已
成
平

民
。
…
…
清
康
熙
四
十
九
年
（
一
七
一
〇
）
冕
寧
九
員
土
司
投
誠
後

所
轄
的
番
戸
為
一
六
〇
六
戸

：

但
到
了
道
光
年
、
据
道
光
『
寧
遠
府

志
』
載
九
員
百
戸
、
只
有
五
二
三
戸
属
民
、
減
少
了
一
〇
八
三
戸
；

据
冕
寧
県
檔
案
館
存
中
共
冕
寧
県
委
秘
書
室
資
料
一
四
号
案
巻
保
存

的
一
九
五
三
年
一
〇
月
「
冕
寧
県
選
挙
委
員
会
人
口
統
計
表
」
載
解
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放
初
的
西
番
人
口
統
計
数

：

九
員
土
百
戸
和
一
員
土
目
轄
地
僅
剩
番

民
七
一
三
人
、
若
按
毎
戸
五
人
計
、
共
約
一
四
〇
戸
左
〉
13
〈

右
」
と
す
る
。

事
例
１　
哈
哈
郷
那
布
堡
子
の
杜
正
元
の
話

　

冕
寧
県
タ
シ
ュ
の
地
理
的
分
布
は
、
解
放
前
は
、
南
側
は
復
興
鎮

馬
房
溝
、
白
土
お
よ
び
そ
の
後
方
ま
で
、
西
側
は
回
龍
郷
、
哈
哈

郷
、
東
側
は
齋
曹
古
壩
、
北
側
は
齋
北
山
関
す
な
わ
ち
恵
安
郷
で
あ

る
。
か
つ
て
、
曹
古
壩
一
帯
の
タ
シ
ュ
に
は
呉
（wu xu

）、
金
（a 

ga

）
な
ど
の
一
族
が
あ
り
、
有
名
な
印
経
院
も
あ
っ
て
、
冕
寧
、
木

里
な
ど
の
地
区
の
大
部
分
の
経
典
は
す
べ
て
こ
の
印
経
院
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
後
、
人
々
は
移
住
し
て
印
経
院
も
廃
墟
と
な
っ
た
。
伍
宿

や
和
尚
村
の
金
家
は
曹
古
壩
か
ら
移
住
し
て
き
た
ら
し
い
。

事
例
２　
冕
寧
県
志
事
務
所
の
馬
文
中
の
話

　

清
初
、
冕
寧
県
の
人
口
の
三
分
の
二
が
タ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
大
橋

蘇
州
壩
両
岸
は
み
な
チ
ベ
ッ
ト
族
で
、
姜
千
戸
、
馬
百
戸
、
羅
百

戸
、
李
百
戸
が
い
〉
14
〈

た
。
治
勒
郷
の
タ
シ
ュ
に
は
、ga la
家
（
卜
家
）

やgua m
u

家
（
金
家
）、la hu

家
（
胡
家
）
が
お
り
、
姜
千
戸
家

の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。la hu

家
は
一
九
五
九
年
大
橋
に
移
り
、
ダ

ム
建
設
の
時
ま
た
移
っ
た
。
林
里
郷
は
元
来ga sa

百
戸
家
（
印

家
）
管
轄
下
で
、
一
二
の
タ
シ
ュ
の
姓
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
印
家

し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　

口
碑
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
県
城
一
帯
に
は
か
つ
て
多
く
の
タ
シ
ュ

が
住
ん
で
お
り
、
至
る
所
に
同
様
の
伝
説
が
あ
っ
た
。「
か
つ
て
某

県
の
役
人
の
李
は
、
欲
の
皮
が
張
っ
て
い
た
。
産
婦
に
は
鶏
腿
肉
の

納
入
を
要
求
し
、
牧
童
に
は
野
生
の
果
実
の
納
入
を
要
求
し
、
毎
日

住
民
に
担
が
せ
て
あ
ち
こ
ち
を
ぶ
ら
つ
い
た
。
人
々
は
堪
忍
袋
の
緒

が
切
れ
て
、
彼
を
担
い
で
不
贏
橋
に
来
た
時
（
現
在
の
観
音
岩
大
橋

の
所
）
に
彼
を
河
に
投
げ
込
ん
だ
が
、
溺
れ
死
な
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
彼
は
住
民
を
次
々
と
殺
し
、
県
城
の
す
べ
て
の
チ
ベ
ッ
ト
族
を

他
地
へ
追
い
払
っ
〉
15
〈

た
。
現
地
人
に
よ
れ
ば
、
伍
宿
の
伍
家
は
、
本
来

は
県
城
南
門
の
南
側
に
お
り
、
和
尚
村
の
幹
家
は
県
城
の
北
街
営
盤

一
帯
に
い
た
が
、
李
に
追
わ
れ
て
郊
外
に
移
っ
た
。
冕
寧
の
タ
シ
ュ

は
、
一
部
分
が
他
の
原
因
で
近
隣
の
木
里
、
九
龍
、
甘
洛
、
塩
源
、

石
棉
な
ど
に
移
っ
た
。
後
山
郷
連
二
瓦
堡
の
宋
達
瓦
は
次
の
よ
う
に

話
す
。「
冕
寧
か
ら
木
里
に
移
っ
た
タ
シ
ュ
に
は
宋
、
葉
、
謝
、
李

な
ど
の
姓
が
い
る
。
木
里
卡
拉
か
ら
冕
寧
ま
で
は
卡
拉
↓
倮
波
↓
棉

沙
湾
↓
冕
寧
の
ル
ー
ト
で
、
四
日
半
の
道
の
り
で
あ
る
」。

　

謝
紹
思
や
伍
正
美
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
か
つ
て
冕
寧
の
タ

シ
ュ
は
人
口
が
多
く
、
石
棉
以
南
は
み
な
タ
シ
ュ
で
、
冕
寧
県
城
が

で
き
て
か
ら
多
く
の
者
が
移
住
し
た
。
越
西
と
九
龍
の
タ
シ
ュ
は
み

な
冕
寧
か
ら
引
越
し
た
者
で
あ
る
。
木
里
の
馬
、
黄
、
韓
な
ど
の
姓

は
冕
寧
か
ら
移
っ
た
。
か
つ
て
伍
宿
の
伍
家
大
覚
巴
家
に
は
一
二
の

一
族
集
団
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
二
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
漢
族

は
後
発
集
団
で
あ
り
、
広
東
か
ら
来
た
者
も
い
れ
ば
、
広
西
か
ら
来

た
者
も
い
る
。
現
在
漢
族
が
「
七
月
半
」
で
地
盤
業
主
（
土
地
を
最

初
に
開
拓
し
た
者
）
を
祀
る
の
は
、
地
盤
業
主
に
は
タ
シ
ュ
の
祖
先

た
ち
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
倣
わ
な
け
れ
ば
、
漢
族
の
祖
先
が
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当
地
で
は
受
け
い
れ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
華
人
民
共
和

国
以
前
、
タ
シ
ュ
の
地
主
は
多
く
、
擦
拉
穆
家
、
湾
子
の
呉
家
、
那

布
の
李
家
、
王
家
、
後
山
の
王
家
、
高
坡
の
印
家
は
み
な
タ
シ
ュ
で

あ
っ
た
。
当
地
の
諺
で
は
、
漢
人
は
富
裕
な
者
で
あ
っ
て
も
一
人
の

貧
し
い
西
番
に
す
ら
及
ば
な
い
と
い
っ
た
」。

　

一
九
八
一
年
八
〜
一
〇
月
、
四
川
省
民
族
事
務
委
員
会
、
涼
山
彝

族
自
治
州
人
民
政
府
、
四
川
省
民
族
研
究
所
お
よ
び
西
南
民
族
学
院

な
ど
の
機
関
の
人
員
で
組
織
さ
れ
た
民
族
識
別
工
作
組
は
、
次
々
と

涼
山
彝
族
自
治
州
の
西
昌
、
冕
寧
、
甘
洛
、
越
西
、
喜
徳
な
ど
の
県

や
雅
安
市
、
石
棉
、
漢
源
両
県
で
「
西
番
」
の
識
別
調
査
を
行
い
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
タ
シ
ュ
は
冕
寧
県
の
大
橋
、
団
結
、
新

民
、
東
河
、
復
興
、
後
山
、
城
関
、
会
安
（
す
な
わ
ち
恵
安
）、
哈

哈
、
森
栄
に
分
布
す
〉
16
〈
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
タ
シ
ュ

の
主
要
分
布
地
は
冕
寧
県
恵
安
郷
の
擦
拉
、
九
堡
、
余
家
湾
子
、
埡

口
、
迫
夫
、
県
城
、
城
内
と
城
外
に
連
な
る
街
、
鎮
お
よ
び
和
尚

村
、
伍
宿
、
哈
哈
郷
の
木
拉
楽
、
青
山
咀
、
那
布
村
、
那
加
瓦
、
復

興
鎮
の
紅
星
村
、
高
堡
、
新
銀
、
白
土
村
、
林
里
郷
の
嘎
撒
、
嘎
馬

山
、
両
河
口
、
結
果
羅
、
後
山
郷
の
大
熱
渣
、
小
熱
渣
、
連
二
瓦
で

あ
る
。
ま
た
一
部
は
大
橋
鎮
に
も
移
住
し
た
が
、
後
に
大
橋
ダ
ム
建

設
の
た
め
に
西
昌
や
他
地
に
移
っ
た
。
さ
ら
に
少
数
の
タ
シ
ュ
は
漢

族
あ
る
い
は
イ
族
が
多
い
集
落
に
も
散
居
し
た
。

　

タ
シ
ュ
に
は
、
か
つ
て
汝
都
と
い
う
大
一
族
が
あ
り
、
す
べ
て
の

姓
が
汝
都
か
ら
分
か
れ
た
。
哈
哈
郷
那
布
村
の
杜
正
元
（
八
一
歳
）

に
よ
れ
ば
、「
互
い
に
婚
姻
関
係
を
結
ば
な
い
の
は
皆
同
じ
「
汝

都
」
に
属
す
る
一
族
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る

の
は
七
つ
の
汝
都
で
、
⑴luo guo yi

（
羅
果
依
）
汝
都
。aga

家

（
阿
嘎
、
漢
族
姓
金
）、m

a da

家
（
麻
噠
、
漢
族
姓
姜
）、luo guo

家
（
羅
果
、
漢
族
姓
羅
）、hang guo

家
（
笨
果
、
漢
族
姓
黄
）、

han guo

家
（
韓
果
、
漢
族
姓
韓
）、wang guo

家
（
旺
果
、
漢
族

姓
王
）、gua a bi

家
（
瓜
阿
比
、
漢
族
姓
蒋
）
を
含
み
、luo guo yi

（
羅
果
依
）
は
冕
寧
に
最
も
早
く
住
ん
だ
。
⑵wu ni

（
呉
尼
）
汝

都
、
漢
族
姓
伍
。
⑶ga sa

（
嘎
沙
）
汝
都
、
漢
族
姓
印
。
⑷ji m

ae

（
幾
麽
児
）
汝
都
、
漢
族
姓
馬
。
⑸bu ji

（
布
幾
）
汝
都
、
漢
族
姓

穆
。
⑹kong cuo

（
空
搓
）
汝
都
、
漢
族
姓
何
。
こ
れ
も
最
も
早
く

冕
寧
に
居
住
し
た
。
⑺m

ae nia

（
麽
児
納
）
汝
都
、
漢
族
姓
葉
で

あ
る
」。
さ
ら
に
馬
文
中
に
よ
れ
ば
、「
黄
家
はhang guo

（
笨
戈
）

汝
都
に
属
し
、luo guo

（
羅
鍋
）
汝
都
に
は
属
さ
な
い
。
か
つ
て
の

居
住
地
は
呉
尼
汝
都
家
で
あ
る
が
、
呉
尼
家
は
卡
拉
に
引
越
し
た
」。

　

龍
西
江
は
、
冕
寧
で
の
調
査
時
に
次
の
こ
と
を
知
っ
た
。「
冕
寧

県
大
橋
区
の
タ
シ
ュ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
呉
万
才
（
六
二
歳
）
に
よ
れ

ば
、
か
つ
て
冕
寧
の
タ
シ
ュ
に
は
数
十
の
汝
都
（
部
落
）
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
大
部
分
が
絶
滅
し
て
八
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
今
日
は
わ
ず
か
な
者
し
か
知
ら
ず
、
タ
シ
ュ
自
身
も
忘
れ

て
い
る
。
…
… 

⑴
魯
古
汝
都
は
最
大
か
つ
最
古
の
集
団
で
、
全
部

で
次
の
九
つ
の
姓
が
あ
る
。
阿
嘎
（
金
）、
錯
姑
（
羅
）、
結
烏

（
馬
）、
綽
粑
（
馬
）、
甘
烏
（
甘
）、
麦
杜
（
倉
）、
熱
爾
（
姚
、
魏
）、
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巴
汝
（
魯
）、
結
普
。
…
… 

⑵
黄
姑
汝
都
は
黄
、
王
、
韓
三
姓
に
分

か
れ
、
ほ
ぼ
冕
寧
県
境
の
北
部
と
中
部
地
区
に
住
ん
だ
。
…
… 

⑶

足
蘇
汝
都
は
、
宋
、
謝
の
二
姓
に
分
か
れ
、
⑷
俄
羅
汝
都
は
、
欧

（
俄
巴
、
俄
瓦
、
俄
薩
、
腊
阿
の
四
部
）
に
分
か
れ
、
蒋
、
高
、
卜
（
嘎

拉
呉
）
の
四
姓
が
あ
る
。
…
… 

⑸
麻
達
汝
都
は
姜
、
李
の
二
姓
に

分
か
れ
、
生
涯
蘇
州
壩
額
基
に
住
む
。
土
百
戸
か
ら
出
た
姜
磋

（
羅
）
も
麻
達
汝
都
に
属
す
る
。
…
… 

⑹
迫
雨
汝
都
は
迫
、
卜
の
二

姓
に
分
か
れ
る
。
…
… 
⑺
嘎
沙
汝
都
は
全
部
で
一
二
の
姓
が
あ

り
、
県
城
附
近
お
よ
び
各
地
に
散
居
す
る
。
現
在
の
状
況
は
不
明
で

あ
る
。
⑻
呉
尼
汝
都
は
、
冕
寧
西
番
の
中
で
最
古
の
集
団
で
、
呉
、

伍
、
烏
、
葉
、
薛
な
ど
の
姓
に
分
か
れ
〉
17
〈

る
」。

　

呉
万
才
は
、
汝
都
は
次
の
一
一
で
あ
る
と
し
た
。
⑴
呉
哩
汝
都
助

租
摸
（
呉
姓
）、
⑵
黄
鍋
汝
都
嗎
佳
腊
乃
（
黄
、
韓
、
王
の
三
姓
）、
⑶

迫
以
汝
都
迫
牙
腊
哩
摸
（
迫
姓
）、
⑷
足
蘇
汝
都
哩
摸
（
宋
姓
）、
⑸

匾
以
汝
都
（
匾
啥
治
姓
）、
⑹
腊
阿
腊
白
左
白
大
姑
（
欧
姓
）、
⑺
課

起
汝
都
（
卡
摸
垮
）、
⑻
悩
左
汝
都
（
悩
左
余
拉
）、
⑼
果
咧
汝
都
（
果

咧
告
薩
）、
⑽
那
以
汝
都
（
哦
摸
哫
）、
⑾
嘎
薩
期
女
汝
都
で
あ
〉
18
〈

る
。

　

以
上
の
呉
万
才
や
龍
西
江
の
資
料
を
比
較
す
れ
ば
、
筆
者
が
調
べ

た
汝
都
の
数
と
姓
氏
は
み
な
あ
る
程
度
減
少
し
、
し
か
も
両
者
の
間

に
一
定
の
差
異
と
分
化
が
み
ら
れ
る
。

　

タ
シ
ュ
の
居
住
範
囲
や
人
口
、
姓
氏
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
時
間

の
経
過
や
歴
史
の
変
遷
に
と
も
な
っ
て
居
住
範
囲
は
絶
え
ま
な
く
縮

小
し
、
人
口
は
次
第
に
減
少
、
一
部
の
姓
氏
は
な
く
な
っ
た
。
曹
古

や
彝
海
、
拖
烏
等
の
地
域
な
ど
か
つ
て
の
タ
シ
ュ
の
地
に
は
、
現
在

す
で
に
タ
シ
ュ
の
姿
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
、
漢
族
や
イ
族
に
か
わ

り
、
す
で
に
廃
村
に
な
っ
た
村
も
あ
る
。

　

タ
シ
ュ
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
ま
ず
、
明
初
に
軍

隊
が
駐
屯
し
て
漢
族
が
徐
々
に
入
り
こ
み
、
平
地
は
漢
族
と
西
番
が

雑
居
し
〉
19
〈

た
。
明
の
洪
武
二
十
五
年
（
一
三
九
二
）、
越
嶲
（
建
昌

衛
）
の
月
魯
帖
木
耳
脇
西
番
が
反
乱
を
お
こ
し
、
明
王
朝
は
五
年
を

か
け
て
よ
う
や
く
掃
討
し
た
。
西
番
は
最
も
深
刻
な
攻
撃
を
受
け
て

人
口
が
減
少
す
る
一
方
で
、
漢
族
が
大
量
に
流
入
し
た
。
民
国
の

『
越
嶲
庁
全
志
』
に
は
「
西
番
、
即
唐
吐
蕃
之
遺
、
性
馴
、
業
耕

種
、
前
西
山
一
带
横
多
。
明
劉
綖
殺
戮
、
其
勢
始
衰
」
と
あ
る
。
こ

の
西
番
に
は
お
そ
ら
く
タ
シ
ュ
の
先
民
が
含
ま
れ
て
い
た
。
次
に
、

清
の
康
煕
、
雍
正
年
間
に
二
度
に
わ
た
っ
て
三
渡
水
チ
ベ
ッ
ト
族
に

対
し
て
戦
い
が
行
わ
れ
、
漢
族
が
さ
ら
に
大
量
に
移
っ
て
き
た
。
先

住
の
西
番
は
再
び
打
撃
を
受
け
、
人
口
は
激
減
し
た
。
さ
ら
に
、
清

の
同
治
二
年
（
一
八
六
三
）
か
ら
民
国
初
期
の
半
世
紀
の
間
に
、
安

寧
河
両
岸
の
タ
シ
ュ
の
発
生
の
地
と
旄
牛
山
東
西
の
平
地
が
西
へ

移
っ
て
き
た
黒
イ
の
支
系
に
占
拠
さ
れ
た
た
め
に
、
西
番
の
集
居
地

が
無
く
な
り
、
次
第
に
人
口
が
減
っ
て
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
当

初
に
は
二
千
人
余
り
の
み
と
な
っ
た
。
タ
シ
ュ
は
近
代
に
入
っ
て
百

年
足
ら
ず
の
間
に
人
口
が
九
三
％
も
減
少
し
〉
20
〈

た
。
漢
族
や
イ
族
の
移

住
や
漢
族
へ
の
同
化
、
戦
乱
に
よ
る
破
壊
は
、
タ
シ
ュ
の
分
布
範
囲

を
縮
小
さ
せ
、
人
口
減
少
の
一
大
要
因
と
な
っ
た
。
現
地
に
は
次
の
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よ
う
な
諺
が
あ
る
。「
漢
族
は
心
臓
を
ほ
じ
く
り
だ
し
、
イ
族
は
骨

を
削
り
と
る
」。
こ
れ
は
当
時
の
民
族
関
係
の
歴
史
的
真
実
を
映
し

出
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
伝
染
病
も
人
口
減
少
の
重
大
な
原
因
で
あ

る
。
和
尚
村
の
韓
国
才
に
よ
れ
ば
、
韓
家
が
喬
家
村
落
（
大
埡
口
村

八
組
、
現
在
の
イ
族
村
落
）
に
い
た
時
に
は
七
〇
家
余
り
の
一
族
が

暮
ら
し
て
お
り
、
村
落
の
路
地
奥
の
老
人
は
入
口
付
近
に
住
む
子
供

の
こ
と
を
知
ら
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
和
尚
村
に
移
住

後
、
流
行
り
病
に
遭
っ
て
多
く
の
人
が
死
ん
だ
。

三
　
タ
シ
ュ
の
族
群
認
識
に
関
す
る
分
析

　

族
群
成
員
の
所
属
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
に
関
す
る
人
類
学

的
分
析
に
よ
れ
ば
、
タ
シ
ュ
の
族
群
認
識
の
変
量
要
因
は
、
主
に
婚

姻
や
成
育
環
境
、
民
族
間
交
流
、
お
か
れ
た
場
面
の
景
観
、
年
齢
お

よ
び
性
別
、
教
育
水
準
程
度
な
ど
に
あ
る
。

㈠　
タ
シ
ュ
の
帰
属
意
識
の
分
層

　

タ
シ
ュ
は
、
自
身
が
所
属
す
る
族
群
意
識
と
、
周
辺
の
他
民
族
と

の
区
別
や
序
列
か
ら
な
る
民
族
意
識
の
二
つ
の
帰
属
認
識
を
も
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
タ
シ
ュ
の
族
群
認
識
の
核
心
で
あ
る
。
タ
シ
ュ
の
成

員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
存
環
境
や
民
族
間
の
往
来
、
お
か
れ
た
場
面

の
景
観
や
地
域
環
境
、
家
庭
や
婚
姻
、
教
育
、
職
業
、
収
入
、
年

齢
、
性
別
な
ど
に
基
づ
い
て
、
自
己
を
中
心
に
、
重
層
す
る
自
己
認

識
に
お
い
て
自
己
の
帰
属
意
識
を
選
択
す
る
。
こ
れ
ら
の
重
層
す
る

意
識
に
お
け
る
選
択
は
、
族
群
内
の
異
な
る
支
系
や
異
な
る
民
族
感

情
の
親
疎
や
帰
属
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
。
同
じ
タ
シ
ュ
で

も
、
教
育
水
準
や
婚
姻
状
況
、
生
育
環
境
、
民
族
間
交
流
、
性
別
年

齢
お
よ
び
お
か
れ
た
場
面
な
ど
の
違
い
は
、
タ
シ
ュ
の
族
群
認
識
の

あ
り
様
の
違
い
を
う
み
だ
す
。

　

次
頁
の
表
は
、
冕
寧
に
お
い
て
異
な
る
民
族
や
族
群
が
、
近
隣
の

民
族
や
族
群
に
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
つ
の
か
を
調
査
し
た
も
の
で

あ
る
。
調
査
項
目
は
、
調
査
地
で
あ
る
県
城
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
茶

楼
、
家
庭
お
よ
び
タ
シ
ュ
が
集
居
す
る
村
落
に
お
い
て
、
質
問
対
象

者
が
全
く
準
備
を
し
て
い
な
い
状
況
で
行
わ
れ
た
。
調
査
表
か
ら
以

下
の
こ
と
が
わ
か
る
。

　

28
の
リ
ル
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
―
リ
ル
―
ナ
ム
イ
・
ア
ル
ス
―
タ

シ
ュ
―
漢
族
―
イ
族
の
順
で
自
己
に
近
い
と
す
る
。
農
村
出
身
で
あ

る
が
高
等
教
育
を
受
け
、
小
学
校
教
師
で
あ
る
。
自
己
認
識
は
ま
ず

チ
ベ
ッ
ト
族
、
リ
ル
の
順
で
、
次
に
地
域
的
に
最
も
近
い
ナ
ム
イ
、

婚
姻
関
係
で
最
も
近
い
タ
シ
ュ
が
つ
づ
く
。
生
活
環
境
や
生
育
環
境

が
自
他
の
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

29
の
リ
ル
は
、
漢
族
―
チ
ベ
ッ
ト
族
―
タ
シ
ュ
―
リ
ル
―
イ
族
―

ア
ル
ス
―
ナ
ム
イ
で
あ
る
。
県
城
で
生
ま
れ
、
高
等
教
育
を
受
け

た
。
父
は
リ
ル
、
母
は
タ
シ
ュ
、
母
の
父
は
漢
族
で
あ
る
。
若
い
世

代
は
大
民
族
で
あ
る
漢
、
チ
ベ
ッ
ト
、
イ
の
み
を
民
族
と
し
て
意
識

し
、
チ
ベ
ッ
ト
族
の
族
群
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
こ
と
が
わ
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民　族 性别 年齢 最終
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1 蔵族（多続） 男 40 大専 金融
（経営者） 漢族 蔵族 多続 里汝 納木依 爾蘇 イ族

2 蔵族（多続） 女 70 中専 高級教師 多続 納木依 爾蘇 里汝 蔵族 漢族 イ族

3 蔵族（多続） 男 42 本科 公安局長 蔵族 多続 里汝 納木依 漢族 爾蘇 イ族

4 蔵族（多続） 男 39 本科 中学教員 多続 里汝 蔵族 爾蘇 納木依 漢族 イ族

5 蔵族（多続） 女 34 大専 信用組合 多続 蔵族 漢族 イ族 納木依 里汝 爾蘇

6 蔵族（多続） 男 68 中師 教師、州
人民代表 多続 蔵族 里汝 漢族 納木依 イ族 爾蘇

7 蔵族（多続） 男 64 小学 農民 蔵族 多続 爾蘇 漢族 イ族 納木依 里汝

8 蔵族（多続） 男 37 小学 農民 多続 蔵族 納木依 爾蘇 里汝 漢族 イ族

9 蔵族（多続） 女 39 小学 農民 多続 蔵族 納木依 里汝 爾蘇 イ族 漢族

10 蔵族（多続） 女 15 初中 学生 多続 蔵族 イ族 納木依 漢族

11 蔵族（多続） 女 77 文盲 農民 蔵族 多続 爾蘇 納木依 里汝 漢族 イ族

12 蔵族（多続） 女 27 初中 農民 多続 蔵族 里汝 爾蘇 納木依 漢族 イ族

13 蔵族（多続） 男 37 大専 教員
（副校長） 多続 蔵族 爾蘇 里汝 納木依 漢族 イ族

14 蔵族（多続） 男 64 中専 農民 多続 里汝 蔵族 イ族 納木依 漢族 爾蘇

15 蔵族（多続） 女 75 文盲 農民 多続 蔵族 納木依 里汝 爾蘇 漢族 イ族

16 蔵族（多続） 女 24 小学 農民 多続 蔵族 漢族 イ族 爾蘇 里汝 納木依

17 蔵族（多続） 女 32 文盲 農民 多続 蔵族 納木依 里汝 爾蘇 漢族 イ族

18 蔵族（多続） 女 33 本科 中国農業
銀行 多続 蔵族 爾蘇 納木依 里汝 漢族 イ族

19 蔵族（多続） 男 39 本科 林業局 多続 蔵族 爾蘇 納木依 里汝 イ族 漢族

20 蔵族（多続） 男 67 初中 農民 蔵族 多続 納木依 漢族 爾蘇 里汝 イ族

21 蔵族（多続） 女 41 高中 都市住民 多続 里汝 納木依 イ族 蔵族 爾蘇 漢族

22 蔵族（多続） 女 39 初中 農民 蔵族 イ族 多続 里汝 爾蘇 納木依 漢族

23 蔵族（多続） 男 34 初中 農民 蔵族 イ族 多続 納木依 里汝 漢族 爾蘇

24 蔵族（多続） 男 44 高中 農民 多続 里汝 蔵族 納木依 漢族 爾蘇 イ族

25 蔵族（多続） 女 48 大専 教師 漢族 多続 蔵族 爾蘇 里汝 納木依 イ族
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26 蔵族（多続） 男 38 初中 農民 多続 蔵族 里汝 納木依 爾蘇
漢族
イ族

27 蔵族（多続） 女 54 非識字 農民 蔵族 多続
里汝

爾蘇 漢族 イ族
納木依

28 蔵族（里汝） 男 49 大専 小学教員 蔵族 里汝
納木依

多続 漢族 イ族
爾蘇

29 蔵族（里汝） 女 25 大専 公務員 漢族 蔵族 多続 里汝 イ族 爾蘇 納木依

30 蔵族（納木依） 男 37 大専
中国農業
銀行
警備員

蔵族 納木依 爾蘇 多続 里汝 漢族 イ族

31 蔵族（納木依） 男 42 高中 浄水場
副所長 蔵族 納木依 里汝 多続 爾蘇 漢族 イ族

32 蔵族（納木依） 男 49 大専
県障害者
連合会
理事長

蔵族 納木依 多続 爾蘇 里汝 漢族 イ族

33 漢族 男 45 大専 公務員 漢族 蔵族 イ族

34 漢族 男 45 大専 公安 漢族 蔵族 イ族

35 漢族 男 44 中専 医師 漢族 蔵族 イ族

36 漢族 男 44 本科 司法官 漢族
蔵族
イ族

37 漢族 男 44 本科 国税局
副局長 漢族 イ族 蔵族 納木依

38 漢族 女 32 大専 濾沽テレ
ビ局職員 漢族 蔵族 イ族

39 漢族 女 37 小学 村長 漢族 多続 納木依 里汝 蔵族 爾蘇 イ族

40 漢族 男 36 本科 公務員 漢族 蔵族 多続 納木依 里汝 爾蘇 イ族

41 イ族 男 47 高中 信用組合
主任 イ族 蔵族 多続 漢族

凡例 蔵族：チベット族 本科：本科大学（四年制大学）
　  多続：タシュ・チベット族 大専：専科大学（三年制大学）
　  里汝：リル・チベット族 中専：中等専科学校（専門学校）
　  納木依：ナムイ・チベット族 高中：高級中学（高等学校）
　  爾蘇：アルス・チベット族 中師：中等師範学校
   初中：初級中学（中学校）
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か
る
。

　

30
・
31
・
32
の
三
人
の
ナ
ム
イ
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
―
ナ
ム
イ
の
順

で
あ
る
。
33
〜
40
の
八
人
の
漢
族
は
、
当
然
な
が
ら
漢
族
が
第
一
位

で
、
以
下
は
友
人
が
何
族
で
あ
る
か
に
よ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
族
の
族
群

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。
41
の
イ
族
も
第
一
位
は
イ
族
で
、

妻
が
タ
シ
ュ
な
の
で
次
が
チ
ベ
ッ
ト
族
で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
族
の

族
群
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。

　

婚
姻
と
民
族
間
交
流
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
中
華
人
民
共
和
国
成

立
以
前
、
タ
シ
ュ
の
婚
姻
は
基
本
的
に
族
内
婚
で
あ
り
、
内
部
の
異

な
る
「
汝
都
」
と
結
婚
す
る
か
、
リ
ル
や
ナ
ム
イ
と
通
婚
す
る
。
建

国
後
、
タ
シ
ュ
は
漢
族
や
イ
族
と
も
通
婚
し
た
が
少
数
で
あ
る
。
さ

ら
に
改
革
開
放
後
は
、
自
民
族
以
外
と
の
通
婚
も
増
加
し
、
漢
族
や

イ
族
、
居
住
地
や
生
活
環
境
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
他
民
族
や
他
族

群
と
も
通
婚
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
へ
の
認
識
度
も
か
な
り
高
く
な
っ

て
い
る
。

　

総
じ
て
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
は
、
表
の
１
〜
27
の
タ
シ
ュ
は
一
人
の
例
外
も
な
く
み
な
タ

シ
ュ
、
あ
る
い
は
チ
ベ
ッ
ト
族
を
序
列
の
１
、
２
に
お
く
。
こ
れ
は

タ
シ
ュ
の
チ
ベ
ッ
ト
族
、
あ
る
い
は
タ
シ
ュ
と
し
て
の
自
己
認
識
が

族
群
の
最
も
核
心
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
層

で
の
認
識
序
列
は
族
群
認
識
の
多
重
性
を
示
し
て
い
る
。

　

第
二
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
の
支
系
で
あ
る
リ
ル
、
ナ
ム
イ
、
ア
ル
ス

の
族
群
認
識
は
、
言
語
上
の
違
い
に
す
ぎ
ず
、
我
と
我
、
我
と
あ
な

た
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
漢
族
に
対
す
る
イ
族
の
認
識
は

境
界
を
明
確
に
す
る
民
族
認
識
で
あ
り
、
我
と
他
の
差
異
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
タ
シ
ュ
は
、
タ
シ
ュ
あ
る
い
は
チ
ベ
ッ
ト
族
を
中
心
と

す
る
自
己
認
識
を
堅
持
し
た
う
え
で
、
他
の
リ
ル
や
ナ
ム
イ
、
ア
ル

ス
、
漢
族
、
イ
族
に
対
す
る
認
識
の
序
列
に
つ
い
て
、
人
の
感
情
や

生
活
経
験
、
民
族
間
の
往
来
、
通
婚
、
場
面
、
教
育
程
度
な
ど
の
要

因
の
影
響
を
う
け
、
チ
ベ
ッ
ト
族
内
の
族
群
に
対
す
る
自
己
認
識

と
、
周
辺
の
他
民
族
に
対
す
る
民
族
意
識
を
同
時
に
も
つ
と
い
う
、

多
重
的
か
つ
複
雑
な
認
識
を
も
つ
。

　

第
四
は
、
ナ
ム
イ
や
リ
ル
の
自
己
認
識
は
、
タ
シ
ュ
と
同
様
に
自

己
に
対
す
る
認
識
と
チ
ベ
ッ
ト
族
と
し
て
の
認
識
を
も
ち
、
そ
の
上

で
族
内
支
系
に
対
す
る
認
識
が
優
先
さ
れ
る
。
族
群
内
の
彼
ら
と
タ

シ
ュ
は
我
と
我
の
関
係
で
あ
る
が
、
民
族
の
境
界
を
明
確
に
す
る
漢

族
や
イ
族
と
は
我
と
他
の
関
係
で
あ
る
。

　

第
五
は
、
自
己
認
識
に
お
い
て
絶
対
多
数
を
占
め
る
タ
シ
ュ
や
リ

ル
、
ナ
ム
イ
お
よ
び
漢
族
ま
で
も
が
イ
族
を
序
列
の
最
後
に
お
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
イ
族
の
安
寧
河
の
西
番
区
域
へ
の
侵
入
と
い
う
歴

史
的
記
憶
や
中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
の
民
族
間
の
境
界
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
。
し
か
し
若
い
世
代
が
イ
族
に
対
し
て
認
識
を
高
く
し

て
い
る
こ
と
は
、
涼
山
彝
族
自
治
州
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
や
日
常

生
活
に
お
い
て
同
年
代
の
タ
シ
ュ
と
イ
族
の
接
触
が
多
く
あ
り
、
現

在
で
は
イ
族
や
漢
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
の
民
族
間
関
係
が
良
好
で
あ
る

こ
と
と
大
い
に
関
わ
る
。
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㈡　
タ
シ
ュ
に
関
す
る
学
者
の
見
解

　

筆
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
学
術
界
で
は
タ
シ
ュ
と
川
西
南

チ
ベ
ッ
ト
族
の
起
源
や
各
支
系
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
つ

の
代
表
的
な
見
方
が
あ
る
。

　

一
に
、
言
語
学
者
の
孫
宏
開
は
、
川
西
南
の
ア
ル
ス
に
は
三
つ
の

方
言
区
が
あ
る
と
す
る
。
甘
洛
、
越
西
、
漢
源
、
石
棉
な
ど
の
東
部

方
言
区
は
ア
ル
ス
方
言
で
、
自
称
は
ア
ル
ス
、
約
一
万
三
〇
〇
〇

人
、
冕
寧
の
中
部
方
言
区
は
タ
シ
ュ
方
言
で
、
自
称
は
タ
シ
ュ
、
約

三
〇
〇
〇
人
、
木
里
蔵
族
自
治
県
や
冕
寧
県
と
甘
孜
蔵
族
自
治
州
九

龍
県
の
西
部
方
言
区
は
リ
ス
方
言
区
で
、
自
称
は
リ
ス
あ
る
い
は
リ

ル
、
約
四
〇
〇
〇
人
で
あ
〉
21
〈

る
。
す
な
わ
ち
孫
宏
開
は
、
タ
シ
ュ
は
ア

ル
ス
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
支
系
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
。

　

二
に
、
何
耀
華
は
『
川
西
南
蔵
族
史
初
探
』
の
タ
シ
ュ
の
移
動
伝

説
に
基
づ
き
、
か
つ
『
後
漢
書
』
西
羌
伝
の
羌
人
の
「
附
落
南
下
」

の
記
載
と
合
わ
せ
て
、「
爾
蘇
」「
魯
蘇
」「
里
汝
」
な
ど
は
旄
牛
夷

を
起
源
と
し
、
川
西
南
チ
ベ
ッ
ト
族
は
西
蔵
の
チ
ベ
ッ
ト
族
と
起
源

を
同
じ
く
す
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
何
耀
華
は
、
タ
シ
ュ
は
ア
ル
ス

や
リ
ル
と
歴
史
上
共
通
の
族
源
―
古
羌
人
で
あ
る
と
す
る
。

　

三
に
、
龍
西
江
は
、
涼
山
彝
族
自
治
州
の
西
番
調
査
に
よ
っ
て
指

摘
す
る
。「
タ
シ
ュ
は
ア
ル
ス
系
統
か
ら
分
か
れ
て
発
生
し
た
。
一

に
言
語
が
相
互
間
で
通
じ
な
い
。
二
に
移
動
経
路
が
異
な
る
。
タ

シ
ュ
は
冕
寧
の
西
か
ら
移
っ
て
き
た
が
、
ア
ル
ス
は
北
方
お
よ
び
東

北
か
ら
移
っ
て
き
た
。
三
に
精
神
的
要
素
が
異
な
る
。
タ
シ
ュ
は

ず
っ
と
自
分
た
ち
は
ア
ル
ス
で
は
な
い
と
し
て
お
り
、
西
番
で
は
あ

る
も
の
の
同
民
族
で
は
な
い
。
両
者
は
共
通
の
起
源
を
も
つ
か
も
し

れ
な
い
が
、
歴
史
上
分
か
れ
て
久
し
く
、
双
方
は
す
で
に
同
じ
民
族

と
は
考
え
て
い
な
〉
22
〈

い
」
と
し
、
孫
宏
開
の
意
見
に
は
賛
成
で
は
な
い
。

　

四
に
、
李
星
星
は
、
ま
ず
孫
宏
開
や
龍
西
江
ら
の
研
究
を
受
け
入

れ
た
う
え
で
、
タ
シ
ュ
の
先
民
は
現
在
木
里
の
水
洛
河
流
域
に
住
む

シ
ュ
ミ
支
系
の
先
民
で
、
密
接
な
族
源
関
係
の
可
能
性
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
シ
ュ
ミ
の
先
民
は
宋
代
に
現
在
の
峨
辺
か
ら
甘
洛
大
渡
河
沿

い
に
居
住
し
た
虚
根
蛮
と
み
〉
23
〈
る
。
た
だ
し
、
李
星
星
は
そ
の
後
二
〇

〇
七
年
一
二
月
に
再
び
冕
寧
で
一
〇
日
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
て
以
前
の
意
見
を
覆
し
た
。
す
な
わ
ち
タ
シ
ュ
支
系
は
族
源
に

お
い
て
そ
の
構
成
要
素
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
ア
ル
ス
系
だ
け
で

は
な
く
、
ナ
ム
イ
や
シ
ュ
ミ
、
古
代
の
党
古
羌
の
構
成
要
素
を
含
む

と
考
え
〉
24
〈

た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
一
は
、

文
化
現
象
か
ら
み
た
タ
シ
ュ
の
族
源
の
多
元
的
特
徴
で
あ
る
。
二

は
、
冕
寧
の
い
く
つ
か
の
地
名
に
依
拠
す
る
タ
シ
ュ
の
中
に
、
党
古

羌
の
末
裔
で
あ
る
木
雅
支
系
の
構
成
要
素
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　

以
上
四
つ
の
観
点
と
、
タ
シ
ュ
の
古
伝
説
や
関
連
す
る
考
古
学

的
、
文
献
学
的
、
民
俗
学
的
資
料
を
あ
わ
せ
る
と
、
タ
シ
ュ
の
起
源

に
は
主
に
以
下
の
四
つ
の
構
成
要
素
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

第
一
は
、
古
代
の
安
寧
河
流
域
両
岸
に
並
ぶ
大
石
墓
の
原
住
民
の

要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
古
学
的
発
掘
資
料
に
よ
れ
ば
、
安
寧
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河
流
域
に
は
春
秋
時
代
後
期
か
ら
漢
代
ま
で
、
大
石
を
墓
と
す
る
集

団
が
い
た
。
大
石
墓
集
団
の
属
す
る
民
族
に
つ
い
て
は
、
学
界
に
は

邛
人
説
、
笮
人
説
、
濮
人
説
な
ど
が
あ
る
が
、
漢
代
以
降
の
行
方
は

文
献
で
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
大
石
墓
文
化
は
少

な
く
と
も
主
に
二
点
に
お
い
て
、
タ
シ
ュ
の
葬
送
習
俗
と
共
通
点
を

も
つ
。
一
は
、
タ
シ
ュ
に
は
か
つ
て
、
石
を
積
み
あ
げ
て
墳
墓
を
造

る
習
俗
が
あ
っ
た
。
二
は
、「
搓
巴
作
」
は
石
を
先
祖
に
見
立
て
、

長
幼
の
序
列
を
高
低
に
よ
っ
て
順
位
付
け
し
た
。
す
な
わ
ち
一
族
の

死
者
を
石
を
並
べ
て
置
く
こ
と
で
表
象
し
た
。
こ
れ
は
大
石
墓
の
先

民
が
一
族
を
集
め
て
葬
送
す
る
儀
礼
習
俗
に
似
て
い
る
。
そ
の
上
、

現
在
の
冕
寧
の
一
部
の
タ
シ
ュ
は
移
住
伝
説
の
記
憶
を
も
つ
も
の

の
、
一
部
の
老
人
は
タ
シ
ュ
の
開
闢
の
地
は
安
寧
河
流
域
で
あ
る
と

も
い
う
。

　

第
二
は
、
北
か
ら
来
た
古
蜀
人
の
要
素
で
あ
る
。
現
在
の
タ
シ
ュ

に
は
古
蜀
文
化
の
要
素
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
ホ
ト
ト
ギ
ス

崇
拝
や
石
崇
拝
、
独
特
な
「
包
帕
子
」
の
習
俗
、
族
称
の
「
続
」
は

「
蜀
」
と
音
が
似
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
秦
時
代
の
西
南
夷
、
唐

代
の
東
蛮
、
元
明
清
時
代
の
西
番
、
番
な
ど
す
べ
て
に
、
タ
シ
ュ
の

古
代
の
民
の
構
成
要
素
が
み
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
一
部
の
タ

シ
ュ
は
祖
先
の
起
源
を
「
邛
州
南
橋
十
八
洞
」
伝
説
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
祖
先
が
現
在
の
邛
崍
や
滎
経
な
ど
の
地
か
ら
来
た
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
邛
崍
は
古
代
に
お
い
て
ま
さ
に
古
蜀
の
重
要
な

地
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

第
三
は
、
西
か
ら
来
た
人
々
の
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
学
界
で
す
で
に
か
な
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
簡
潔
に
い
え
ば
、

タ
シ
ュ
に
お
け
る
西
か
ら
来
た
人
々
の
要
素
は
、
主
に
吐
蕃
の
末
裔

で
あ
る
「
弥
薬
」
が
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
一
千
百
年
に
お
よ
ぶ
民
族
間
、
族
群
間
相
互
の
影
響
を

経
て
、
タ
シ
ュ
に
は
リ
ル
や
ア
ル
ス
、
ナ
ム
イ
、
シ
ュ
ミ
な
ど
の
集

団
の
要
素
だ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
の
漢
人
集
団
の
要
素
も
溶
け
込

ん
で
い
る
。

　

以
上
の
四
点
を
総
合
す
れ
ば
、
タ
シ
ュ
集
団
は
安
寧
河
流
域
の
先

住
民
集
団
を
中
心
と
し
て
、
歴
史
的
に
絶
え
間
な
く
周
辺
の
他
集
団

の
要
素
を
導
入
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
現
在

の
タ
シ
ュ
が
さ
ほ
ど
ア
ル
ス
と
し
て
の
自
己
認
識
を
も
た
な
い
こ
と

か
ら
、
孫
宏
開
の
意
見
に
は
賛
同
し
な
い
。
龍
西
江
は
タ
シ
ュ
の
移

動
伝
説
に
注
目
し
て
、
孫
の
見
解
を
否
定
し
た
が
、
タ
シ
ュ
の
起
源

の
多
元
的
特
徴
を
無
視
し
た
。
李
星
星
は
、
自
己
の
観
点
を
修
正
し

て
、
タ
シ
ュ
の
族
源
の
複
雑
性
を
認
識
し
、
さ
ら
に
タ
シ
ュ
の
中
に

タ
ン
グ
ー
ト
の
末
裔
で
あ
る
木
雅
人
の
要
素
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
た
。
こ
れ
は
タ
シ
ュ
の
起
源
に
関
す
る
最
も
全
面
的
な
観
点
で
あ

る
と
い
え
る
。

注〈
1
〉 

ア
ル
ス
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
分
布
は
石
棉
県
約
七
〇
〇
〇
人
、
甘
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洛
県
約
五
〇
〇
〇
人
、
越
西
県
約
三
〇
〇
〇
人
、
漢
源
県
約
一
五
〇

〇
人
、
冕
寧
県
約
四
〇
〇
〇
人
、
木
里
県
約
一
五
〇
〇
人
、
九
龍
県

約
六
〇
〇
〇
人
で
、
雲
南
や
そ
の
他
の
地
に
も
わ
ず
か
い
る
。

〈
2
〉 
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
〇
日
、
冕
寧
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
事

務
室
に
て
馬
文
中
よ
り
聞
き
取
り
。

〈
3
〉 

謝
玉
平
に
よ
れ
ば
、「
改
革
開
放
前
、
林
里
郷
白
土
村
の
奥
に

二
つ
の
墳
墓
が
あ
っ
た
。
墓
碑
の
碑
文
は
誰
も
解
ら
な
か
っ
た
が
漢

文
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の
チ
ベ
ッ
ト
の
番
組
で
チ
ベ
ッ

ト
文
字
を
見
て
、
ふ
い
に
村
の
墓
碑
の
碑
文
が
チ
ベ
ッ
ト
文
字
に
違

い
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
。

〈
4
〉 

西
田
龍
雄
『
多
続
訳
語
の
研
究
』
松
香
堂
、
一
九
七
三
年
。

〈
5
〉 

龍
西
江
「
涼
山
境
内
的
「
西
番
」
及
淵
源
探
討
」（
上
）『
西
蔵

研
究
』
一
九
九
一
年
第
一
期
。

〈
6
〉 

何
耀
華
『
中
国
西
南
歴
史
民
族
学
論
集
』
雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
八
八
年
、
八
九
頁
。

〈
7
〉 

方
国
瑜
『
彝
族
史
稿
』
四
川
民
族
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
三

九
七
頁
。

〈
8
〉 

『
宋
会
要
輯
稿
』
第
一
百
九
十
八
冊
「
蕃
夷
五
」
中
華
書
局
標

点
本
、
一
九
九
七
年
。

〈
9
〉 

何
耀
華
、
前
掲
書
、
九
三
頁
。

〈
10
〉 

﹇
清
﹈『
冕
寧
県
志
』
咸
豊
七
年
（
一
八
五
七
）
刻
本
。

〈
11
〉 

何
耀
華
、
前
掲
書
、
九
三
頁
。

〈
12
〉 

四
川
省
冕
寧
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
冕
寧
県
志
』
四
川
人

民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
七
〇
頁
。
馬
文
中
「
冕
寧
蔵
伝
仏
教

寺
院
覓
踨
」『
涼
山
蔵
学
研
究
』
二
〇
〇
四
年
第
一
期
総
第
五
期
。

〈
13
〉 

龍
西
江
、
前
掲
論
文
。
前
掲
『
冕
寧
県
志
』
一
七
一
頁
。

〈
14
〉 

前
掲
『
冕
寧
県
志
』
一
七
一
頁
参
照
。

〈
15
〉 

韓
正
聡
「
祖
居
冕
寧
県
城
蔵
族
之
韓
戈
家
族
遷
徒
及
其
文
化
遺

跡
」『
涼
山
蔵
族
研
究
』
二
〇
〇
七
年
総
第
八
期
参
照
。

〈
16
〉 

四
川
省
民
族
委
員
会
「
西
番
」
識
別
工
作
組
『
四
川
省
「
西
番
」

民
族
識
別
報
告
』
一
九
八
一
年
一
二
月
。

〈
17
〉 

龍
西
江
、
前
掲
論
文
参
照
。

〈
18
〉 

呉
万
才
手
稿
『
涼
山
州
蔵
族
簡
史
│
│
冕
寧
県
蔵
族
多
続
之

譜
』
冕
寧
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
事
務
室
馬
文
中
提
供
。

〈
19
〉 

前
掲
『
冕
寧
県
志
』
一
七
〇
頁
。

〈
20
〉 

同
右
書
、
一
七
〇
頁
。

〈
21
〉 

孫
宏
開
「
爾
蘇
（
多
続
）
話
簡
介
」『
語
言
研
究
』
一
九
八
二
年

第
二
期
。

〈
22
〉 

孫
宏
開
「
六
江
流
域
的
民
族
語
言
及
其
系
属
分
類
」『
民
族
学

報
』
一
九
八
三
年
。
劉
輝
強
「
爾
蘇
語
概
要
」
四
川
省
民
族
研
究
所

編
『
民
族
研
究
論
文
選
』
第
一
編
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
。

〈
23
〉 

李
星
星
『
蟹
螺
蔵
族
│
│
民
族
学
田
野
調
査
及
研
究
』
民
族
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

〈
24
〉 

李
星
星
「
大
渡
河
南
族
群
調
査
的
研
究
與
思
考
」『
李
星
星
論

蔵
彝
走
廊
』
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
九
七

－

三
〇
一
頁
。

※
本
論
は
「
多
続
蔵
族
│
│
蔵
彝
走
廊
中
的
歴
史
記
憶
與
族
群
認
同
」

と
し
て
『
蔵
彝
走
廊
│
│
文
化
多
様
性
、
族
際
互
動
與
発
展
』
上
、

民
族
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。


